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分野別売上収益構成比（’24年度）
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中期事業成長イメージ

企業価値の最大化

変革と成長をさらに進化させ、サステナブルな企業価値・株主価値の向上

ROE10％を目標に掲げ、PBR1.0倍超の早期実現を目指す

戦略強化の方向性

無線システム事業の売上収益の実績と見込み

無線システム事業の競争力を高める成長投資を実行、

来期スタートの新中期経営計画で成長を加速

S&S分野の無線システム事業では、受注獲得機会の拡大のために人員増

強や製品ラインアップの拡充を図り、’25年度からの3年間累計で売上収益約

300億円規模の創出を目指す。

S&S分野の無線システム事業が大きく成長を牽引

中間年度にあたる’24年度は、事業ポートフォリオ戦略と資本コストと株価を

意識した経営を実践した結果、中期経営計画の最終年度経営目標を１年

前倒しで達成。最高益を更新。

’25年度は、期初より米国関税措置に対応。下期は各種施策が奏功しその

影響額の軽減、さらに無線システム事業における部品供給不足影響の解消

を見込む。これらの状況を踏まえ、2025年10月31日付で通期業績予想を

上方修正。中期経営計画の利益・ROE・ROIC目標を達成する見込み。

’25年度は関税影響あるも、主要目標を達成見込み

2008年に日本ビクターとケンウッドが経営統合。企業理念「感動と安心を

世界の人々へ」のもと、長年培ってきた通信・映像・音響技術を基盤に、業務

用無線システム、スピーカーやアンプ、ディスプレイオーディオなどの車載用機器、

映像・音響機器およびエンタテインメントにおける製品やサービス、ソリューション

を提供。

「KENWOOD」「JVC」「Victor」の３ブランドを展開。

通信・映像・音響技術を軸に３分野で事業を展開

中期経営計画 「VISION2025」 （’23～’25年度）

現行の中期経営計画「VISION2025」では、事業環境の変化に対応し、

企業価値最大化の視点で戦略を見直し、中期的な事業の成長性・資本

効率性に基づいた事業ポートフォリオの最適化を推進。 S&S分野の無線

システム事業とM&T分野の海外OEM事業を成長牽引事業と位置づけ、

経営資源を集中配分。

現中期経営計画は事業ポートフォリオの最適化を推進

事業ポートフォリオ変革、資本コストに着目した企業価値マネジメントをさらに

推進し、飛躍を目指す考え。

次期中期経営計画は2026年春に公表予定
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◼ 自己株式取得：取得総額65億円の取得を実施（2025年2月、5月）

◼ 配当金支払：前期から3円増配の15円（中間5円、期末10円）を実施、配当総額22.6億円

◼ 総還元性向：約43％

Email : IRSR_JKC@jvckenwood.com URL :https://www.jvckenwood.com/jp.html

本資料に記載されている将来予測等は、資料作成時点での入手可能な情報に基づき作成したものであり、その正確性を保証するものではありません。実際の業績は予測と異なる場合がございます。

【 ’24年度実績】

1株当たり年間配当金額の推移
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株主還元

期末株価とPBRの推移

業務用無線市場規模イメージ（グローバル）

ナローバンド＋ブロードバンドのハイブリッド領域へ拡大

財務ハイライト

米国でIP無線サービス「ESChat」を提供するSan Luis Aviation社を

2026年3月末までに子会社化し、 北米の公共安全市場における競争力を

高めるためのアセットを獲得して成長機会の最大化を図る。

2030年度には北米公共安全市場におけるシェアを10％に拡大し、同市場

での売上収益US$400M+αを目指す。

無線システム事業はM&Aによって主戦場を拡大

◼ IP無線サービスで唯一※、米国連邦政府が定めるクラウドサービス認証

制度「FedRAMP®」において、「Moderate Impact Level」を取得 

◼ グローバル市場で70万以上のユーザーを有し、IP無線領域で高いシェア

を確保

◼ 業務用無線との相互通話が可能、当社製品との親和性が高い

※2025年10月31日現在、当社調べ

北米公共安全（P25）市場シェア（’24年度）

依拠：OMDIA reports

「Licensed Mobile 
Radio Report 2024」

「LMR Infrastructure 
and Systems Integration 
Report 2024」

をもとに当社推計

’30年度には

市場シェア10％を

目標に成長加速 

◼ ′25年度は３円増配の18円（中間6円、期末12円）を予想

https://www.jvckenwood.com/jp.html

	スライド 1
	スライド 2

